
 
 

解
説 

礼
拝

ら
い
は
い

作
法

さ

ほ

う

（
お
つ
と
め
の
し
か
た
）
⑧ 

住
職 

平
田
真
純 

  

当
山
ご
信
徒
が
、
待
乳
山
の
経
本
「
大
聖
歓
喜
天
禮
拝
作
法
」

で
お
つ
と
め
す
る
際
の
作
法
や
意
味
を
シ
リ
ー
ズ
で
解
説
い
た

し
ま
す
。 

  

ご
本
尊
に
対
し
て
お
つ
と
め
を
励
行
す
る
こ
と
は
、
仏
道
修

行
の
一
つ
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
お
つ
と
め
に
お
け
る
修

行
と
は
、
自
ら
の
精
神
と
、
ご
本
尊
の
真
意
・
お
導
き
が
一
体

と
な
る
よ
う
励
む
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
雑
念
を

除
き
、
集
中
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
が
ひ

い
て
は
心
願
成
就
へ
の
近
道
と
も
な
る
で
し
ょ
う
。 

 

修
行
と
い
う
言
葉
は
、
仕
事
や
武
道
・
芸
道
な
ど
、
道
を
極

め
る
こ
と
が
ら
に
も
使
わ
れ
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
単
に
技
術
等

を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
心
を
素
直
に
し
て
、
も
の
の
本
質
を
見

極
め
る
と
い
う
努
力
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

  

⑬
真
言 

ご
参
拝
の
初
心
の
方
に
は
、
お
経
を
読
誦
し
、
正
式
な
作
法

で
お
つ
と
め
す
る
よ
り
も
、
ま
ず
聖
天
様
の
真
言
（
オ
ン
キ
リ

ギ
ャ
ク
ウ
ン
ソ
ワ
カ
）
と
十
一
面
観
音
様
の
真
言
（
オ
ン
マ
カ

キ
ャ
ロ
ニ
キ
ャ
ソ
ワ
カ
）
を
回
数
に
こ
だ
わ
ら
ず
お
称
え
す
る

こ
と
を
お
勧
め
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
こ
れ
は
、
誰
で

も
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
出
来
る
修
行
法
で
あ
る
と
、
多
く

の
経
典
等
で
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
雑
念
を
除
き
、
心
を

落
ち
着
か
せ
る
と
い
う
意
味
で
、
い
わ
ば
心
の
深
呼
吸
と
い
っ

て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
ご
本
尊
の
お
は
た
ら
き
を
示
す
真
言
を

称
え
て
、
御
本
尊
と
気
持
ち
を
一
つ
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。 

 

「
礼
拝
作
法
」
に
お
い
て
は
、
ご
本
尊
の
真
言
と
と
も
に
、

ご
本
尊
と
因
縁
の
深
い
御
尊
体
の
真
言
と
、
仏
様
の
功
徳
を
表

す
真
言
を
、
併
せ
て
お
称
え
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ご

本
尊
の
お
は
た
ら
き
は
、
た
だ
一
尊
だ
け
で
成
り
立
っ
て
い
る

も
の
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
縁
の
昇
華
で
あ
る
と
感
じ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
人
間
社
会
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
現

象
と
同
じ
こ
と
で
す
。 

 

経
本
に
は
、
各
真
言
の
称
え
る
回
数
例
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

記
載
さ
れ
て
い
る
回
数
で
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
た
と
え

ば
各
真
言
三
遍
ず
つ
で
も
結
構
で
す
。
聖
天
様
と
十
一
面
観
音

様
の
真
言
を
多
め
に
称
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
な
お
さ
ら
結
構
で

す
。
各
自
の
時
間
や
集
中
力
に
し
た
が
っ
て
称
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

百
遍
と
か
千
遍
と
か
二
十
一
遍
な
ど
、
多
い
数
を
数
え
る
場

合
は
、
数
珠
（
念
珠
）
を
使
い
ま
す
。
数
え
方
に
関
し
て
は
、

紙
面
で
は
わ
か
り
づ
ら
い
の
で
、
参
拝
の
折
に
当
山
僧
侶
に
お

た
ず
ね
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 



待
乳
山
だ
よ
り 

本
堂
煤
払
い
の
お
知
ら
せ 

十
二
月
七
日
（
月
）
、
正
午
よ
り
本
堂

の
今
年
一
年
の
塵
を
払
う
煤
払
い
を
行

い
ま
す
。
当
日
の
ご
参
拝
、
お
札
の
お
受

け
取
り
な
ど
は
午
前
中
の
み
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

正
月
行
事
ご
案
内 

特
別
即
時
祈
祷 

三
が
日 

午
後
一
時
、
二
時
、
三
時 

本
堂
内
陣
に
て
新
年
の
開
運
を
祈
願
い
た
し
ま
す
。 

祈
祷
料 

三
〇
〇
〇
円 

お
屠
蘇
接
待 

三
が
日 

本
堂
外
陣
に
お
い
て
吉
例
の
開
運
お
屠
蘇
の
無
料
接
待
が

ご
ざ
い
ま
す
。 

毘
沙
門
天
様
の
特
別
拝
観 

元
日
～
十
五
日 

 

普
段
は
本
堂
の
左
奥
に
安
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
浅
草
名
所

七
福
神
の
毘
沙
門
様
が
拝
観
で
き
ま
す
。 

大
般
若
講 

大
根
ま
つ
り 

一
月
七
日
（
木
）
午
前
十
一
時
よ
り
午
後
一
時 

 

大
般
若
講
の
法
要
後
、
皆
様
の
身
体
健
全
・
厄
除
け
祈
願

の
風
呂
吹
き
大
根
を
お
配
り
し
ま
す
。
無
料
整
理
券
を
九
時

か
ら
本
堂
で
お
配
り
し
ま
す
。 

 

大
根
ま
つ
り
一
月
五
、
七
日
お
手
伝
い
の
お
願
い 

 

大
根
ま
つ
り
の
前
準
備
及
び
当
日
の
運

営
の
お
手
伝
い
を
、
五
、
七
日
両
日
と
も

お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
の
み
募
集
い
た

し
ま
す
。
寺
務
所
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。 

募
集
人
数 

先
着
二
十
名
程
度  

お
宮
参
り
・
七
五
三
参
り 

ご
宝
前
で
お
加
持
を
授
け
ら
れ
ま
し
た
。
尊
天
様
の
ご
加

護
で
健
や
か
に
成
長
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。 

     

御
奉
納 

晴
雅
堂
様
よ
り
浮
世
絵
を
三
点
御
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

行
事
報
告 

十
月
十
八
日
（
日
）
、
歓
喜
講
祈
祷
会
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

法
要
終
了
後
は
信
徒
会
館
に
て
浪
曲
の
会
を
催
し
ま
し
た
。 

十
一
月
八
日
（
日
）
、
写
経
供
養
会
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

お
写
経
を
供
養
し
た
後
、
外
陣
に
お
い
て
左
記
の
各
巻
を
奉
納

さ
れ
た
方
々
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

平
成
二
十
七
年
度
写
経
供
養
絵
表
彰
者
（
敬
称
略
） 

三
〇
〇
巻 

白
井
美
智
子 

二
〇
〇
巻 

細
谷
實
得
子 

小
林
チ
エ 

今
井
峰
子 

一
五
〇
巻 

齋
藤
陽
久 

水
谷
菊
三
郎 

岩
田
京
子 

一
〇
〇
巻 

相
馬
効
子 

佐
藤
安
津
子 

木
村
久
子 

菅
原
恒
子 

五
〇
巻 

依
田
泰
子 

田
中
典
代 

工
藤
富
代 

長
谷
川
和
子 

鈴
木
貞
子 

増
田
克
己 

小
川
一
夫 

鈴
木
孝
宏 

鈴
木
佳
子 

三
田
村
道
子 

松
浦
昌
考 

小
沼
仲
子 

浜
田
美
芽 

矢
倉
恵
津
子 

林
由
美
子 

戸
田
直
美 

朝
ま
い
り
会 

十
一
月
度
表
彰
者
（
敬
称
略
） 

半
年 

渡
邊
洋
一 

一
年 

西
原
紀
子 

 

二
年 

野
口
健
蔵 

武
笠
清 

 

西
谷
裕
子 

十
年 

西
山
恵
子 

訃
報 

当
山
の
写
経
世
話
人
で
あ
る
大
門
蓉
子
様
が
、
享
年
七
十

四
才
に
て
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。 

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 



待乳山本龍院 十二月の行事 

十
一
面
観
音
様
御
開
扉 

十
二
月
八
日
（
火
）
午
前
九
時
か
ら
午
後
二
時 

参 

拝 
 
 

無 

料 

 

例
年
の
如
く
、
本
尊
聖
天
様
の
お
前
立
ち

「
十
一
面
観
音
様
」
の
御
開
扉
が
ご
ざ
い
ま

す
。 午

前
九
時
に
浴
油
終
了
後
に
、
住
職
に
よ

り
御
宮
殿
の
扉
が
開
か
れ
ま
す
。
午
後
二
時

の
閉
扉
の
法
要
ま
で
内
陣
奥
に
て
参
拝
と

ご
焼
香
が
で
き
ま
す
。
内
陣
に
鎮
座
さ
れ
て

い
る
十
一
面
観
音
様
を
ご
覧
に
な
れ
る
、
年

に
一
度
の
機
会
で
す
。
皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ

の
上
、
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。 

 

星
祭 

十
二
月
二
十
二
日
（
火
）
午
前
十
一
時 

 
 

講
金 

一
、
五
〇
〇
円
（
一
躰
増
毎
五
〇
〇
円
） 

送
料
二
〇
〇
円
（
十
躰
ご
と
） 

 

一
年
間
の
除
災
延
命
の
祈
願
を
行
う
星
ま
つ
り
を
執
行
い
た
し
ま
す
。 

古
く
か
ら
夜
空
に
輝
く
星
は
、
人
の
運
命
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
尊

ば
れ
て
き
ま
し
た
。 

定
め
ら
れ
た
星
の
動
き
に
よ
っ
て
一
年
の
運
勢
は
左
右
さ
れ
、
吉
凶
を
表

す
と
考
え
ら
れ
た
の
で
す
。 

星
に
対
す
る
信
仰
は
イ
ン
ド
、
中
国
か
ら

日
本
に
も
伝
わ
り
、
星
祭
と
い
う
除
災
招
福

の
祈
願
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

最
も
夜
の
時
間
が
長
く
な
る
冬
至
の
日
に
、

吉
凶
を
司
る
星
を
供
養
す
る
こ
と
に
よ
り
、

一
年
間
の
幸
福
が
聖
天
様
よ
り
授
か
る
よ
う

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
よ
り
良
い
年
が
迎
え

ら
れ
ま
す
よ
う
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

各
自
の
お
名
前
と
年
齢
が
入
っ
た
お
守
り
を

お
授
け
い
た
し
ま
す
。 

 

所
定
の
用
紙
に
お
名
前
と
生
年
月
日
を
ご

記
入
の
上
、
寺
務
所
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。 

納
め
の
法
要 

十
二
月
三
十
一
日
（
木
） 

正 

午 

 

大
晦
日
、
一
年
の
ご
加
護
に
感
謝
し
、
正
午
か
ら
本
堂
と
境
内
の
各
末
社
で
読

経
い
た
し
ま
す
。 

 

十
二
月
、
一
月
の
夜
間
開
堂
は
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

御
宮
殿
御
開
扉     

十
二
月
八
日
（
火
） 

午
前
九
時
か
ら
午
後
二
時 

 
 
 

参 

拝 
 
 

無 

料 

秘
仏
の
御
前
立
ち
十
一
面
観
世
音
菩
薩
様
を
参
拝
で
き
ま
す
。 

星
祭
大
法
要    
十
二
月
二
十
二
日
（
火
） 

午
前
十
一
時 

講 

金 

一､

五
〇
〇
円
也
（
一
躰
増
毎
五
〇
〇
円
） 

来
年
の
除
災
延
命
祈
願
を
い
た
し
ま
す
。
一
人
一
人
に
お
守
り
を
授
与
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
家
族
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

朝 

ま 

い 

り 

会 
  

十
二
月
一
日
～
七
日 

午
前
八
時
か
ら
八
時
半 

会 

費 
 
 
 

月 

五
〇
〇
円
也 

都
合
の
よ
い
日
に
、
ご
参
加
く
だ
さ
っ
て
も
結
構
で
す
。
最
終
日
に
は
、
お
勤
め
終
了
後
に
食
事
作
法
を
行
い
ま
す
。 

本
堂
煤
払
い 

 

十
二
月
七
日
（
月
） 
正
午
か
ら 

恒
例
の
煤
払
い
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
参
り
は
午
前
中
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。 

日 

曜 

勤 

行 
 

十
二
月
十
三
日
（
日
） 
午
前
九
時 

 
 
 
 
 
 
 

参
加
費 

 
 
 
 
 

無 
 

料 

初
心
の
方
も
気
軽
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
お
つ
と
め
の
会
で
す
。 

写 

経 

の 

会 
 
 

十
二
月
十
三
日
（
日
） 

午
前
十
時
／
午
後
一
時 

会 

費 
 
 

  
 
 

五
〇
〇
円
也 

心
を
落
ち
着
か
せ
て
写
経
す
る
こ
と
で
、
日
常
を
離
れ
、
自
分
を
見
つ
め
直
し
ま
し
ょ
う
。 

※
十
二
月
の
夜
間
開
堂
は
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

 

合
同
大
般
若
法
要 

 

十
二
月
二
十
五
日
（
金
） 

午
前
十
一
時 

 
 
 

法
要
料 

 
 

五､

〇
〇
〇
円
也 

 

心
願
が
成
就
し
、
よ
り
一
層
の
御
加
護
を
頂
く
た
め
に
、
皆
さ
ん
と
ご
一
緒
に
お
上
げ
す
る
御
礼
の
法
要
で
す
。 

納
め
の
法
要 

 

十
二
月
三
十
一
日
（
木
） 

正 

午 

 

こ
の
一
年
の
ご
加
護
に
感
謝
し
、
本
堂
を
初
め
、
境
内
の
各
末
社
に
お
参
り
い
た
し
ま
す
。 

 

一
月
の
行
事  

大
根
ま
つ
り 

一
月
七
日
（
木
） 

午
前
十
一
時 

 

講 

金 

二､

〇
〇
〇
円
也 

百
味
講 

一
月
二
十
日
（
水
） 

午
前
十
一
時 

 

講 

金 
 

一､

五
〇
〇
円
也 

  

 

 

ご
祈
祷
の
ご
案
内 

   

聖
天
様
独
特
の
供
養
法
で
あ
る
浴
油
供
は
、
密

教
の
中
で
最
も
深
秘
の
法
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
供
養
法
は
聖
天
様
の
お
力
が
よ
り
一
層
高
め

ら
れ
、
私
ど
も
が
不
可
能
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
願

い
事
で
も
、
孫
天
様
の
不
思
議
方
便
の
お
働
き
を

得
て
、
必
ず
成
就
さ
せ
て
頂
け
る
の
で
あ
り
ま

す
。 

 

当
山
で
は
こ
の
浴
油
祈
祷
を
、
毎
朝
開
堂
と
同

時
に
厳
修
し
て
お
り
ま
す
。
寺
務
所
に
て
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
名
前
と
お
願
い
の
内

容
、
祈
祷
期
間
を
お
伝
え
下
さ
い
。 

 

ま
た
ご
遠
方
の
方
や
お
急
ぎ
の
方
は
、
お
電
話

や
お
手
紙
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

   

祈
祷
料 

別
座
祈
祷 

壱
万
円
以
上
（
一
週
間
） 

浴
油
祈
祷 

三
千
五
百
円
以
上
（
一
週
間
） 

華
水
供 

五
百
円
／
一
日
（
お
札
は
出
ま
せ
ん
） 


